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ヒアリング・審査会合における指摘事項

No 指摘事項 指摘時期No 指摘事項 指摘時期

1
敷地近傍に位置する図幅に記載されている断層について、見解を整理すること。 H28年3月10日

審査会合

2
敷地近傍における海成段丘の分布高度のグラフに、海岸地形高度も追加すること。 H28年3月10日

2
審査会合

3
敷地の基盤をなす地層を神恵内層と呼称している経緯について補足すること。 H28年3月10日

審査会合

3号炉の海山方向の断面図に認められる安山岩を主体とするブロック状の構造について 注 H28年3月10日
4

3号炉の海山方向の断面図に認められる安山岩を主体とするブロック状の構造について、注
釈を記載すること。

H28年3月10日
審査会合

5
断層の破砕幅については、1号及び2号炉調査と3号炉調査で統一した考え方で整理し、記
載すること。

H28年3月10日
審査会合

開削調査におけるF 4断層の性状等について再度確認すること H28年3月10日
6

開削調査におけるF-4断層の性状等について再度確認すること。 H28年3月10日
審査会合

7
高角逆断層（O1）系については、代表的な断層であるF-2断層により活動性評価を行ってい
るが、F-2断層とF-5断層及びF-6断層が同じ断層系であるとの解釈に関する記載を充実さ
せること

H28年3月10日
審査会合

せること。

8
敷地に認められる断層と耐震重要施設との位置関係が分かる図を追加すること。 H28年3月10日

審査会合

9
鉱物名については、適正な記載とすること。 H28年3月10日

審査会合
9

審査会合

10
X線分析結果については、確認される菱鉄鉱は菱マンガン鉱の可能性等も考えられること
から、再度、分析結果を確認すること。

H28年3月10日
審査会合

11
ボーリング調査における3M-4孔のコア写真については、断層の性状を確認できる大きさの写 H28年3月10日

11
真を掲載すること。 審査会合
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ヒアリング・審査会合における指摘事項

No 指摘事項 指摘時期No 指摘事項 指摘時期

12
F-1断層の開削調査については、拡大スケッチ箇所の写真を追加すること。 H28年3月10日

審査会合

13
開削調査結果の章は、調査結果のみではなく、活動性評価に関しても記載すること。 H28年3月10日

13
審査会合

14
F-8断層は神恵内層中でせん滅していることを根拠として活動性評価を行っていることから、
評価の内容については適切な箇所に記載すること。

H28年3月10日
審査会合

活動性評価に係わる記載の根拠については 資料集ではなく まとめ資料に記載すること H28年3月10日
15

活動性評価に係わる記載の根拠については、資料集ではなく、まとめ資料に記載すること。 H28年3月10日
審査会合

16
開削調査における上載地層であるHm2段丘堆積物の代表的な層相を示す写真を追加する
こと。

H28年3月10日
審査会合

X線分析において斜長石が確認されているが 変質を考える上で曹長石の含有の程度が重 H28年3月10日
17

X線分析において斜長石が確認されているが、変質を考える上で曹長石の含有の程度が重
要であることから、確認すること。

H28年3月10日
審査会合

18
地質層序表において、岩内層についても、地層名の根拠となった文献やその同定の根拠とな
る層相の特徴、年代測定結果等の情報を充実させること。

H28年4月12日
ヒアリング

ブ グ
19

地質断面図において、Y3-Y3’方向の中部層のブロックについては、ボーリングデータに基づ
く適切な図示となっているかを再度確認すること。

H28年4月12日
ヒアリング

20
断層の認定において、F-7断層の破砕幅については、最大233cmとなっているが、その値が
例外的なものであるならば、正確に測定できた値を示した上で、例外的な値をその理由も含
めて注釈として記載すること

H28年4月12日
ヒアリング

めて注釈として記載すること。
アリング

21
断層の系統分類において、「活動時期が相対的に新しいものにはY、古いものにはOの記号を
付すこととした」としているが、絶対年代との関係で誤解が生じる可能性があるので再度検討
すること。

H28年4月12日
ヒアリング

22
断層系の新旧関係の確認において、F-2,5,6断層については、それらを同じ断層系と分類し
た断層の特徴（形態、走向・傾斜、性状、変質鉱物）を詳細に説明すること。

H28年4月12日
ヒアリング
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ヒアリング・審査会合における指摘事項

No 指摘事項 指摘時期No 指摘事項 指摘時期

23
F-7断層とF-8断層については、それらの性状が確認できるボーリングコアの拡大写真を提示
すること。

H28年4月12日
ヒアリング

各断層の活動性評価において、上載地層である岩内層とHm2段丘堆積物については、それ

24
らを同定した根拠を充実させること。例えば、F-1断層の活動性評価において、その側壁全景
の写真については、岩内層とHm2段丘堆積物の区分、分布位置がわかるように情報を充実
させること。

H28年4月12日
ヒアリング

25
F-1断層の活動性評価については、sk.1やsk.2だけでなく、sk.3の近景写真も追加すること。 H28年4月12日

グ
25

ヒアリング

26
F-3断層の活動性評価については、その分布も踏まえた調査により、活動性を評価している
ことがわかるように既存のデータを充実させること。

H28年4月12日
ヒアリング

27
断層の形成時期等についての検討については、総合評価の後に「参考」として記載している H28年4月12日

27
断層 形成時期等 検討 は、総合評価 後 参考」 し 記載し る
が、その検討結果も踏まえて位置付けを再度検討すること。

年 月 日
ヒアリング

28
断層の形成時期等についての検討において、断面図の地形については、その趣旨も踏まえて
示し方を再度検討すること。

H28年4月12日
ヒアリング

敷地近傍の地質・地質構造に関する文献調査については 申請書の記載内容も含め これま H28年4月12日
29

敷地近傍の地質・地質構造に関する文献調査については、申請書の記載内容も含め、これま
での検討状況も踏まえて、その記載を検討すること。

H28年4月12日
ヒアリング

30
神恵内層の層名については、斎藤(1968)では神恵内累層としているにも関わらず、事業者
は神恵内層としているが、図幅等で使われている層名をそのまま引用することが基本であると
考えられることから、再度検討すること。

H28年4月12日
ヒアリング

考えられることから、再度検討すること。

31
神恵内層の層名において、積丹半島層序対比表と敷地の地質層序表とを対比させて示すこ
と。

H28年4月12日
ヒアリング

32
X線分析結果において、菱鉄鉱の同定については、それに用いたICDDカードに記載のある
データ一覧を示すこと

H28年4月12日
ヒアリングデータ一覧を示すこと。 ヒアリング



55
指摘事項に関する回答方針

No 指摘事項 回答方針No 指摘事項 回答方針

1

敷地近傍に位置する図幅に記載されている断層
について、見解を整理すること。

・敷地近傍の5万分の1地質図幅茅沼，岩内及び神恵内について
レビューを行い，断層に関する見解を整理した。
・回答内容は，資料集P21～P31に記載。

2
敷地近傍における海成段丘の分布高度のグラフ
に、海岸地形高度も追加すること。

・海岸地形の分布高度に関するグラフを追加した。
・回答内容は，まとめ資料P16～P17に記載。

3

敷地の基盤をなす地層を神恵内層と呼称している
経緯について補足すること。

・神恵内層の層名決定の経緯について，図幅等を総括した文献
を参考にしている旨の注釈を追加した。
回答内容は まとめ資料P28に記載・回答内容は，まとめ資料P28に記載。

4

3号炉の海山方向の断面図に認められる安山岩
を主体とするブロック状の構造について、注釈を
記載すること。

・安山岩の特徴から，中部層が上部層に取り込まれたと考えられ
ること及び形状については岩種の硬軟による侵食抵抗を考慮し
ていることについて注釈を記載した。
・回答内容は まとめ資料P32に記載・回答内容は，まとめ資料P32に記載。

5

断層の破砕幅については、1号及び2号炉調査と
3号炉調査で統一した考え方で整理し、記載する
こと。

・1号及び2号調査も3号炉調査と同様に，代表値(平均値)の範
囲を示すのではなく，測定値の範囲を示すこととした。
・回答内容は，まとめ資料P34に記載。

開削調査におけるF 4断層の性状等に いて再 F 4断層の性状及び上載地層であるH 2段丘堆積物の性状に

6

開削調査におけるF-4断層の性状等について再
度確認すること。

・F-4断層の性状及び上載地層であるHm2段丘堆積物の性状に
ついて追記した。
・また，朱書きした断層の強調線の誤りを修正した。
・回答内容は，まとめ資料P128～P129に記載。

高角逆断層（O ）系については 代表的な断層で ・F 2断層 F 5断層及びF 6断層について 同様な特徴を示し

7

高角逆断層（O1）系については、代表的な断層で
あるF-2断層により活動性評価を行っているが、
F-2断層とF-5断層及びF-6断層が同じ断層系
であるとの解釈に関する記載を充実させること。

・F-2断層，F-5断層及びF-6断層について，同様な特徴を示し，
同じ断層系に分類されることについて詳述した。
・また，F-5断層及びF-6断層は切りあいの関係は認められない
ものの，同じ断層系であるF-2断層と同様に，F-3断層の活動
時期より古いと推定される解釈について記載の充実を行った。
・回答内容は，まとめ資料P82及びP86に記載。



66
指摘事項に関する回答方針

No 指摘事項 回答方針No 指摘事項 回答方針

8

敷地に認められる断層と耐震重要施設との位置
関係が分かる図を追加すること。

・敷地に認められる11条の断層と耐震重要施設及び常設重大事
故等対処施設との位置関係を示した平面図を追加した。
・回答内容は，まとめ資料P36に記載。

9
鉱物名については、適正な記載とすること。 ・「斜プチロル沸石」について「クリノタイロライト」に修正した。

・回答内容は，まとめ資料P70ほかに記載。

10

X線分析結果については、確認される菱鉄鉱は菱
マンガン鉱の可能性等も考えられることから、再
度 分析結果を確認すること

・菱鉄鉱の同定手順の解説を資料に記載した。
・回答内容は，資料集P143，P145，P147，P151及びP155に
記載度、分析結果を確認すること。 記載。

11

ボーリング調査における3M-4孔のコア写真につ
いては、断層の性状を確認できる大きさの写真を
掲載すること。

・他のボーリングコア写真と同様の大きさとした。
・回答内容は，まとめ資料P105に，拡大版について資料集P202
に記載。

12
F-1断層の開削調査については、拡大スケッチ箇
所の写真を追加すること。

・拡大スケッチ(SK.1，SK.2及びSK.3)箇所付近の写真を追加
した。
・回答内容は，まとめ資料P116及びP118に記載。

13
開削調査結果の章は、調査結果のみではなく、活
動性評価に関しても記載すること

・各断層の活動性評価を追加した。
回答内容は まとめ資料P116 P125 P128 P130 Ｐ135及13 動性評価に関しても記載すること。 ・回答内容は，まとめ資料P116，P125，P128，P130，Ｐ135及
びP137に記載。

14

F-8断層は神恵内層中でせん滅していることを根
拠として活動性評価を行っていることから、評価
の内容については適切な箇所に記載すること

・F-8断層の活動性評価は，ボーリング調査結果に基づいている
ことから，「３．４開削調査結果」の章題を「３．４活動性評価」と
したうえで 当該章に記載したの内容については適切な箇所に記載すること。 したうえで，当該章に記載した。
・回答内容は，まとめ資料P130～P131に記載。



77
指摘事項に関する回答方針

No 指摘事項 回答方針No 指摘事項 回答方針

15

活動性評価に係わる記載の根拠については、資
料集ではなく、まとめ資料に記載すること。

・F-3断層，F-8断層，F-9断層及びF-10断層が神恵内層中で
せん滅していることの根拠についてまとめ資料に記載した。
・回答内容は，以下に記載。
F-3断層：まとめ資料P123～P12415 F-3断層：まとめ資料P123～P124
F-8断層：まとめ資料P130～P131
F-9断層：まとめ資料P90～P91
F-10断層：まとめ資料P98～P99

開削調査における上載地層であるHm2段丘堆積 ・積丹半島西岸のボーリング調査において確認されたHm2段丘堆
16

開削調査における上載地層であるHm2段丘堆積
物の代表的な層相を示す写真を追加すること。

積丹半島西岸のボ リング調査において確認されたHm2段丘堆
積物の写真を追加した。
・回答内容は，まとめ資料P17に記載。

17
X線分析において斜長石が確認されているが、変
質を考える上で曹長石の含有の程度が重要であ

・ボーリングコアが現存する3号炉調査において確認されたF-7断
層～F-11断層の試料を用いてEPMA分析を実施した。

ることから、確認すること。 ・回答内容は，まとめ資料P151～P173に記載。

18
地質層序表において、岩内層についても、地層名
の根拠となった文献やその同定の根拠となる層相
の特徴、年代測定結果等の情報を充実させること。

・「1．1敷地近傍の地形」において記載の充実を行った。
・回答内容は，まとめ資料P18～P19に記載。

19

地質断面図において、Y3-Y3’方向の中部層のブ
ロックについては、ボーリングデータに基づく適切
な図示となっているかを再度確認すること。

・安山岩の特徴から，中部層が上部層に取り込まれたと考えられ
ること及び形状については岩種の硬軟による侵食抵抗を考慮し
ていることについて注釈を記載した。
・回答内容は，まとめ資料P32に記載。

20

断層の認定において、F-7断層の破砕幅につい
ては、最大233cmとなっているが、その値が例外
的なものであるならば、正確に測定できた値を示
した上で、例外的な値をその理由も含めて注釈と
して記載すること

・敷地に認められる断層一覧表に記載する破砕幅は，測定可能
な破砕幅の範囲とし，孔壁の崩落により，測定不可能なものは
注釈に記載した。
・回答内容は，まとめ資料P34に記載。

して記載すること。
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指摘事項に関する回答方針

No 指摘事項 回答方針No 指摘事項 回答方針

21

断層の系統分類において、「活動時期が相対的
に新しいものにはY、古いものにはOの記号を付す
こととした」としているが、絶対年代との関係で誤
解が生じる可能性があるので再度検討すること

・活動時期の新旧関係を表す記号について，高角逆断層には大
文字，層面断層には小文字を付すこととした。
・回答内容は，まとめ資料P80ほかに記載。

解が生じる可能性があるので再度検討すること。

22

断層系の新旧関係の確認において、F-2,5,6断
層については、それらを同じ断層系と分類した断
層の特徴（形態、走向・傾斜、性状、変質鉱物）を
詳細に説明すること。

・F-2断層，F-5断層及びF-6断層について，同様な特徴を示し，
同じ断層系に分類されることについて詳述した。
・また，F-5断層及びF-6断層は切りあいの関係は認められない
ものの，同じ断層系であるF-2断層と同様に，F-3断層の活動詳細に説明すること。 ものの，同じ断層系であるF 2断層と同様に，F 3断層の活動
時期より古いと推定される解釈について記載の充実を行った。
・回答内容は，まとめ資料P82及びP86に記載。

23
F-7断層とF-8断層については、それらの性状が
確認できるボーリングコアの拡大写真を提示する

・3L-4孔のボーリングコア写真を拡大した。
・回答内容は，まとめ資料P103に，拡大版について資料集P201

こと。 に記載。

24

各断層の活動性評価において、上載地層である
岩内層とHm2段丘堆積物については、それらを同
定した根拠を充実させること。例えば、F-1断層の
活動性評価にお そ 側壁全景 写真に

・F-1断層の開削調査における側壁の状況写真は，全景であるこ
とから，写真に岩内層及びHm2段丘堆積物の分布位置や特徴
を記載した。

答内容 まとめ資料 に 載
24

活動性評価において、その側壁全景の写真につ
いては、岩内層とHm2段丘堆積物の区分、分布
位置がわかるように情報を充実させること。

・回答内容は，まとめ資料P117に記載。

25
F-1断層の活動性評価については、sk.1やsk.2だ
けでなく sk 3の近景写真も追加すること

・拡大スケッチ(SK.1，SK.2及びSK.3)箇所付近の写真を追加
した25 けでなく、sk.3の近景写真も追加すること。 した。
・回答内容は，まとめ資料P116及びP118に記載。

26

F-3断層の活動性評価については、その分布も
踏まえた調査により、活動性を評価していることが
わかるように既存のデータを充実させること

・試掘坑で認められるF-3断層の特徴を把握した上で，地表地質
踏査，ボーリング調査及び開削調査によってせん滅していること
を確認している旨を把握できるように整理したわかるように既存のデ タを充実させること。 を確認している旨を把握できるように整理した。
・回答内容は，まとめ資料P120～P125に記載。
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指摘事項に関する回答方針

No 指摘事項 回答方針No 指摘事項 回答方針

27

断層の形成時期等についての検討については、
総合評価の後に「参考」として記載しているが、そ
の検討結果も踏まえて位置付けを再度検討するこ
と

・敷地に認められる11条の断層は，将来活動する可能性のある
断層等ではないと評価されるが，参考としてこれらの断層の形
成時期及び主な鉱物の生成過程について，考察を行った旨につ
いて記載した27 と。 いて記載した。
・章題についても「断層の形成時期等についての検討」から「断層
の形成時期等についての考察」に変更した。
・回答内容は，まとめ資料P145に記載。

断層の形成時期等についての検討において、断 ・各年代に示す地形断面図について，文献及び岩相に基づく作
28

断層の形成時期等についての検討において、断
面図の地形については、その趣旨も踏まえて示し
方を再度検討すること。

各年代に示す地形断面図について，文献及び岩相に基づく作
成の考え方を記載した。
・回答はまとめ資料P174～P176に記載。

29

敷地近傍の地質・地質構造に関する文献調査に
ついては、申請書の記載内容も含め、これまでの

・泊発電所発電用原子炉設置変更許可申請時(平成25年7月8
日)においても，当該文献を含めた文献調査等により敷地周辺

29
検討状況も踏まえて、その記載を検討すること。 の活断層評価を行っている旨を記載した。

・回答内容は，資料集P22に記載。

30

神恵内層の層名については、斎藤(1968)では神
恵内累層としているにも関わらず、事業者は神恵
内層とし が 図幅等 使われ 層名を

・「累層」は，3号炉設置変更許可申請時(平成12年(2000
年)11月)にはあまり用いられていなかったことから，当該変更
を実施した旨を 載した30 内層としているが、図幅等で使われている層名を

そのまま引用することが基本であると考えられるこ
とから、再度検討すること。

を実施した旨を記載した。
・回答内容は，資料集P33に記載。

31
神恵内層の層名において、積丹半島層序対比表
と敷地の地質層序表とを対比させて示すこと

・斎藤ほか(1968)との対比を記載した。
回答内容は 資料集P39に記載と敷地の地質層序表とを対比させて示すこと。 ・回答内容は，資料集P39に記載。

32
X線分析結果において、菱鉄鉱の同定については、
それに用いたICDDカードに記載のあるデータ一覧
を示すこと。

・ICDDカード及びICDDカードから算出した標準回折角について資
料に記載した。
・回答内容は，資料集P192～P193に記載。


